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《二中生の活躍》活躍に期待！
ゴールデンウィークが終了し、５月ももう半ばとなってし ○岩瀬地区バスケットボール春季大会

まいました。鮮やかな新緑の中、生徒たちの活動も活気に満 男子 優勝
ちてきています。 女子 優勝
１年生も中学校に入学して１ヶ月半が過ぎ、中学生らしさ ○県北中学生ソフトテニス研修大会

が身についてきたように感じます。授業や部活動に積極的に 男子団体 ５位
取り組んでおり、これからの活躍が楽しみです。２，３年生 ○学年別卓球選手権県南大会
も１学期最大の行事、中体連に向けて、いい結果が報告でき 男子 １年 ３位 菱川 賢生シングルス
るよう頑張ってほしいと思います。 ２年 ３位 宇佐見彩斗

３年 ３位 兼子 健太校内体育祭を開催！
※この他にも多数の生徒が、５月２４日の県大会に出場となります。１日（金）の午前中に校内体育祭を実施しました。

○牡丹祭ソフトテニス大会
男子 優勝 會田遥輝・吉田英斗

２位 芳賀勇人･ﾐﾋﾆｬｯｸ瑠偉
３位 遠藤 陸・河村優希

女子 優勝 佐藤未羽・橋本千奈
５月上旬にしては暑いくらいの好天

に恵まれ、絶好の運動日和の中、各種
目を実施し
ました。
８時４０分
から開会式

《校内体育祭結果》 を行い、クラス全員リレ
種 目 １位 ２位 ３位 ーから長縄とびまで日程

１の１ １の４ １の６ 通り進めることができまボールまわし

１の１ １の４ １の７ した。負けたらダメよ

一 長縄（連続） １の６ １の３ １の７ 各種目において、真剣
学 長縄（総数） １の６ １の７ １の５ に競技する姿や熱く応援
年 全員リレー １の４ １の５ １の６ する姿が見られ、学級の

１の６ １の４ １の５ 和や団結がより一層深まりました。ベストリレー（男子）
１の１ １の２ １の８ 大会当日ばかりではなく、これまでの練習にも一ベストリレー（女子）

総 合 １の６ １の４ １の１ 生懸命取り組み、勝利を目指して頑張ろうという姿
２の８ ２の５ ２の１ がどの学級にも見られました。二中生のよさが表れボールまわし

２の８ ２の５ ２の１ たいい体育祭となりました。負けたらダメよ

二 長縄（連続） ２の２ ２の１ ２の５ また、朝早くからたくさんの保護者の皆様にお越
学 長縄（総数） ２の２ ２の５ ２の１ しいただき、参観そして応援をいただきましたこと
年 全員リレー ２の８ ２の６ ２の１ に、心よりお礼申し上げます。誠にありがとうござ

２の７ ２の６ ２の１ いました。ベストリレー（男子）
２の８ ２の４ ２の２ベストリレー（女子）

総 合 ２の８ ２の１ ２の５
３の１ ３の２ ３の６ボールまわし

３の６ ３の１ ３の３負けたらダメよ

３の１，３の３三 長縄（連続） ３の６ ３の２
学 長縄（総数） ３の６ ３の２ ３の１
年 全員リレー ３の６ ３の１ ３の５

３の６ ３の１ ３の５ベストリレー（男子）
３の４ ３の５ ３の６ベストリレー（女子）

総 合 ３の６ ３の１ ３の２



岩瀬支部陸上競技大会のお知らせ支部陸上大会壮行会を実施！
１２日（火）の６校時に、支部陸上大会の壮行会を実施 岩瀬支部陸上競技大会が下記により

しました。 開催されます。お忙しい中とは存じま
、 、応援団が中心と すが 保護者の皆様にも来場いただき

なって壮行会を進 ぜひ応援をお願いいたします。
（ ）め、２８種目に出 １ 日 時 平成２７年５月１４日 木

場する４８名の選 競技開始 ９：２０～
手の紹介の後、一 雨天決行
人一人から大会に ２ 場 所 鏡石町鳥見山陸上競技場
臨む決意表明があ ３ その他
りました。 ○ 保護者の皆様は、鳥見山体育館
その後、全校生 西側駐車場をご利用ください。

で選手に対して激励のエールを送りました 校歌 応援歌 ※県大会への出場は、各種目１位の選。 、 、
須二中節、８拍子と続き、二中ならではの見応えのある応 手となります。
援ぶりでした。
最後に選手団を代表して、３年生の小

高みのりさんが大会にむけての「誓いの
言葉」を述べました。
特設陸上部を結成してからの限られた

時間の中での練習でしたが、朝や放課後
に熱心に活動してきた成果を、本番の大
会で出してくれるものと楽しみにしてい
ます。数多くの入賞種目、さらには優勝
種目が出ることを期待しています。

こ こ ろ の 窓
朝の登校の様子を見ていると、ほとんどの生徒は元気よく

あいさつをするのですが、中にはちょっと元気のない生徒も
います。心や体の具合が悪いのかと心配になってしまうこと
もあります。あいさつの大切さは言うまでもありませんが、
一日の始まりを元気よく、そして心新たにスタートしたいも
のです。

☆☆ 学年保護者会の話から ☆☆ 機関誌「ＰＨＰ」からの一篇を紹介いたします。
あいさつを交わす４月の授業参観日の保護者会の中で、

さわやかな朝の空気を胸いっぱいに、わが家の前の道を「子どもを悪くする方法は････？」と
掃除する。勤めの早い近所の人が向こうからやって来る。いう話をしました。ちょっと考えてみ
“おはようございます “おはようございます”何気なくとましょう。 ”
りかわすこの朝のあいさつは、毎日の習慣のように、何で『あなたの子どもを間違いなく悪く
もないことのように思えたりするのだが、私たちは、もうする方法を教えよう。
少しあいさつの大切さを考えてみたい “ゆうべは寒かったそれは欲しいものを欲しいだけ与 。
ですね”という、お互いにいたわり合う気持ちから出たこえることだ 』 《ルソー》。
のあいさつで、あるいは“毎度お世話になっています”とこれは、フランスの哲学者ルソーの
いう、この感謝の気持ちから出たあいさつで、お互いの用言葉です。社会の教科書に出てくるあ
件に入る。仕事がスムーズに動き出す。誰が考え出したののルソーです。
でもない。私たちの遠い祖先から伝わってきたこのあいさ今、家庭教育で問われている一つに
つというものは、言わばお互いの毎日の暮らしの潤滑油と「がまんする心」を育てるということ
でもいった尊い働きを果たしているのである “お寒うござがあります。心の育ちは、温かな愛情 。
います”と言ったところで暖かくなる訳ではないし、といと厳しさのある愛情の両方を与えられ
うのは落語の中の話だけにしたいものである。てこそ育っていくものです。

、 、わがままを許す家庭からは人の痛み あいさつにもいろいろとあろうが 要は私たちはもっと
あいさつというものを大切にしたい。明るく朗らかに、あのわかる子どもは育たないということ
いさつを交わし合うことを心がけたいものである。です。気をつけていきたいものです。


